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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年8月8日(2013.8.8)

【公表番号】特表2012-527516(P2012-527516A)
【公表日】平成24年11月8日(2012.11.8)
【年通号数】公開・登録公報2012-046
【出願番号】特願2012-511883(P2012-511883)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 161/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 175/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  18/30    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 161/20    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 175/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月19日(2013.6.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オリゴマーを製造する方法であって、
（ａ）ウレトジオン化合物（Ｉ）

【化１】

［式中、それぞれＲ1は、独立して炭素原子１～１２個を有するアルキレン基、炭素原子
５～１２個を有するアリーレン基、並びに炭素原子６～１５個を有するアリールアルキレ
ン基及びアルキルアリーレン基から選択され、その際アルキレン基、アリールアルキレン
基のアルキレン位、及びアルキルアリーレン基のアルキル位は、直鎖、分枝鎖又は環状で
あってよい］の１モルと、イソシアネート基と反応する活性水素を有する１つの基を有し
、さらに第一級カルバメート基又は環状カルボナート基を有する化合物から選択される化
合物（ＩＩ）の２モルとを反応させて、化合物（ＩＩＩ）を得ること、並びに
（ｂ）化合物（ＩＩＩ）と、ポリオール、第一級アミン基及び第二級アミン基から選択さ
れる少なくとも２つのアミン基を有するポリアミン、並びに第一級アミン基又は第二級ア
ミン基である少なくとも１つのアミン基を有するアミノアルコールからなる群から選択さ
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れる少なくとも２つの活性水素含有基を有する反応物とを反応させて、オリゴマーを得る
こと
を含む、オリゴマーを製造する方法。
【請求項２】
　前記化合物（ＩＩ）が、構造（ＩＩａ）又は構造（ＩＩｂ）
【化２】

［式中、ＸはＯ又はＮＲ2であり、Ｒ2はＨ又は炭素原子１～６個を有するアルキルであり
、ｎは１～４であり、ある実施態様においては１又は２であり、かつＲは、炭素原子１２
個までを有し、場合により１つ以上のヘテロ原子を含むアルキル、アリール、アルキルア
リール又はアリールアルキルである］を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｒが、エーテル基、エステル基、アミド基、第三級アミン基、尿素基及びウレタン
基から選択される基において、１つ以上のヘテロ原子を有する、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記化合物（ＩＩＩ）が、構造（ＩＩＩａ）、（ＩＩＩｂ）及び（ＩＩＩｃ）
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【化３】

［式中、ＸはＯ又はＮＲ2であり、Ｒ2はＨ又は炭素原子１～６個を有するアルキルであり
、ｎは１～４であり、かつＲは、炭素原子１２個までを有し、場合により１つ以上のヘテ
ロ原子を含むアルキル、アリール、アルキルアリール又はアリールアルキルである］から
なる群から選択される構造を有する、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項５】
　前記Ｒが、エーテル基、エステル基、アミド基、第三級アミン基、尿素基及びウレタン
基から選択される基において、１つ以上のヘテロ原子を有する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記化合物（ＩＩＩ）が、構造（ＩＩＩｂ）を有し、かつさらにアンモニア、第一級ア
ミン、又はアンモニアと第一級アミンとの組合せ物と反応させて、構造（ＩＩＩｄ）



(4) JP 2012-527516 A5 2013.8.8

【化４】

［式中、Ｘ、Ｒ及びＲ1は前記で定義されたものであり、かつそれぞれＲ3は独立して、構
造
【化５】

を有する］を含む化合物を製造する、請求項４又は５に記載の方法。
【請求項７】
　前記化合物（ＩＩＩ）が、構造（ＩＩＩｄ）を有し、かつさらにアンモニア、第一級ア
ミン、又はアンモニアと第一級アミンとの組合せ物と反応させて、構造（ＩＩＩｅ）

【化６】

［式中、Ｘ、Ｒ及びＲ1は前記で定義されたものであり、かつそれぞれＲ3は独立して、構
造

【化７】

を有する］を含む化合物を製造する、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記オリゴマーが、
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【化８】

と、構造（ＩＶｃ）
【化９】

の繰り返しモノマー単位を有するオリゴマーと、それらの組合せとからなる群から選択さ
れる構造を有し、その際、それぞれＲ1は独立して炭素原子１～１２個を有するアルキレ
ン基、炭素原子５～１２個を有するアリーレン基、並びに炭素原子６～１５個を有するア
リールアルキレン基及びアルキルアリーレン基から選択され、その際アルキレン基、アリ
ールアルキレン基のアルキレン位、及びアルキルアリーレン基のアルキル位は、直鎖、分
枝鎖又は環状であってよく、ＸはＯ又はＮＲ2であり、Ｒ2はＨ又は炭素原子１～６個を有
するアルキルであり、ｎは１～４であり、かつＲは、炭素原子１２個までを有し、場合に
より１つ以上のヘテロ原子を含むアルキル、アリール、アルキルアリール又はアリールア
ルキルであり、ｍは、ＸがＮＨである場合に１以上であり、ＸがＮＨではない場合は２以
上である整数であり、Ｐは少なくとも２つの活性水素含有基を有する反応物の残りである
ｍ価のコアを示し、かつそれぞれＲ3は、構造
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【化１０】

を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記オリゴマーが環状カルボネート基を有する方法であって、さらに環状カルボネート
基と、アンモニア、第一級アミン、又はアンモニア及び第一級アミンの組合せ物とを反応
して、カルバメート基を提供する工程を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　オリゴマーを製造する方法であって、
（ａ）ウレトジオン化合物（Ｉ）
【化１１】

［式中、それぞれＲ1は独立して炭素原子１～１２個を有するアルキレン基、炭素原子５
～１２個を有するアリーレン基、並びに炭素原子６～１５個を有するアリールアルキレン
基及びアルキルアリーレン基から選択され、その際アルキレン基、アリールアルキレン基
のアルキレン位、及びアルキルアリーレン基のアルキル位は、直鎖、分枝鎖又は環状であ
ってよい］の１モルと、イソシアネートと反応する活性水素を有する１つの基を有し、か
つ環状カルボネート基をさらに有する化合物（ＩＩ）の２モルとを反応させて、化合物（
ＩＩＩ）を形成し、
（ｂ）化合物（ＩＩＩ）と、アンモニア、第一級アミン、又はアンモニア及び第一級アミ
ンの組合せ物とを反応させて、基

【化１２】

を有する生成物を製造し、
（ｃ）ウレトジオン環を開口する反応条件下で前記生成物を自己縮合させて、オリゴマー
を形成すること
を含む、オリゴマーを製造する方法。
【請求項１１】
　以下、
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（ａ）請求項１又は請求項１０のいずれか１項に記載のオリゴマー、及び
（ｂ）アミノプラスト樹脂
を含有する、硬化性被覆組成物。
【請求項１２】
　前記組成物が顔料を有さない、請求項１１に記載の硬化性被覆組成物。
【請求項１３】
　請求項１１に記載の硬化性被覆組成物の層を物品に適用し、そして適用した層を硬化す
ることによって製造した、被覆した物品。
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